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1.　はじめに
　高等学校学習指導要領解説総則編（文部科学省，
2018）において「主体的・対話的で深い学びの実現
に向けた授業改善を進めるに当たっては，単元や題
材など内容や時間のまとまりを見通して，各教科等
の特質に応じた言語活動をどのような場面で，また
どのような工夫を行い取り入れるかを考え，計画
的・継続的に改善・充実を図ることが期待される」
と示されている．特に数学科については，「思考力，
判断力，表現力等を育成するため，数学的な表現を
用いて簡潔・明瞭・的確に表現したり，数学的な表
現を解釈したり，互いに自分の考えを表現し伝え
合ったりするなどの機会を設けること」と，教科の
特質に応じた言語活動の充実について記載されてい
る．

　秋田県立秋田北高等学校数学科では，これまで講
義形式を中心に授業を行っており，「生徒は板書を
ノートに写すことに一生懸命となり，受け身になり
がちで，思考している場面が少ない」という課題が
多くの数学科教員から出されていた．また，第 1 学
年から第 3 学年の 6 クラスで実施した授業アンケー
トの結果（2015）によれば，「自分の考えや意見を
出しやすい授業である」という項目に対して「あま
り当てはまらない」「ほとんど当てはまらない」の
合計が22.7％と，全体の 5 分の 1 以上を占めること
が分かった．これは40人のクラスでは 9 名程度の割
合で自分の考えや意見を出しにくいと考えているこ
とを表しており，言語活動が充実しているとは決し
て言えるものではない．
　本研究は，秋田県の多くの小・中学校で行われ大
きな成果を出している「秋田の探究型授業」を高校
数学の授業に取り入れ，授業における学びのスタイ
ルを小・中・高で接続するとともに，学び合い活動
を生かす課題解決型授業を通して言語活動の充実を
図りながら「主体的・対話的で深い学び」の視点か
らの授業改善・充実に資することを目指す．
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2.　「秋田の探究型授業」について
　全国学力・学習状況調査の平成25年度追加分析報
告書（リベルタス・コンサルティング，	2014）によ
れば，小・中学校における低学力層（児童・生徒を
成績順にし，四分位とした際，最も成績の低い層）
底上げへの関連が推測される取組や児童・生徒の無
解答率減少に効果があることが推測される取組とし
て，次のものが挙げられている．
	 ・学級全員で取り組んだり挑戦したりする課題や

テーマの設定
	 ・児童・生徒の発言や活動の時間の確保
	 ・学級やグループで話し合う活動
	 ・授業の最後に学習したことを振り返る活動
　これらに関するいくつかの取組の状況について，
本県の小・中学校の状況を2016年 4 月実施の全国学
力・学習状況調査（児童生徒質問紙調査）の結果（表
1）から見てみると，「当てはまる」と「どちらか
というと当てはまる」を合わせた肯定的な回答の割
合は，いずれも全国の平均より10ポイント以上高く
なっている．このことより，「学習の見通しをもつ」

「ペア・グループ・学級で話し合う」などの展開を
重視した探究型の授業づくりが本県の小・中学校の
高い学力を下支えしていることがうかがえる（秋田
県検証改善委員会，2017）．また，平成27年度学校
改善支援プランは，学力を支える要因として，「秋
田の探究型授業」について，授業の見通しをもたせ
るためのめあて・学習課題の提示や振り返りの活動
を取り入れることにより，今日の授業で何が身に付

いたのかが実感できると挙げている．（秋田県検証
改善委員会，2015）．

3.　先行研究と北高型数学の授業について
⑴　予習型授業について
　高等学校における数学の授業において，「予習→
授業→復習」というスタイルが一般的に提唱されて
いる．その中で，予習に視点を置いた予習型授業を
通して授業改善に取り組んでいる先行研究がある．
　福井県教育研究所調査研究部数学ユニット（以下，
数学ユニット）は，授業改善の方向性の一つ「生徒
が自ら学ぼうとする学習スタイルを確立する」こと
の実現を目指して，2014年度から2016年度の 3年間，
予習的課題を前提とした授業の研究を行った．ここ
でいう予習的課題とは，授業の展開に相当する内容
のうち，生徒に予習として課すものをいう．村上（1965）
は「主体的学習実践のための学習方法訓練細案」に
おいて，予習的課題を用いて主体的学習を実践す
ることを述べており，数学ユニットは村上の理論を
ベースに授業を次のように構成している．（図 1）
　授業の最後10～15分に次時の導入として，予習的
課題に取り組むために必要な内容（定義・公式の証
明や基本例題など）が解説され，予習的課題は生徒
が独力で取り組む準備ができてから示される．
　予習型授業に取り組んでいる研究協力校は，予習
的課題を前提とした授業の成果として，生徒の疑問
点の解決を主体とした授業構成により，
	 ・効率的に授業時間を活用することができ，生徒

表 1

学級やグループの中で自分たちで課題を立てて，そ
の解決に向けて情報を集め，話し合いながら整理し
て，発表するなどの学習活動に取り組んでいる．

当てはまる どちらかというと当
てはまる

合計

小学校 44.7％（29.4％） 44.1％（46.3％） 88.8％（75.7％）
中学校 39.5％（22.3％） 46.7％（47.0％） 86.2％（69.3％）

学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の
考えを深めたり，広げたりすることができている．

当てはまる どちらかというと当
てはまる

合計

小学校 38.7％（26.4％） 41.0％（41.9％） 79.7％（68.3％）
中学校 31.4％（20.2％） 47.6％（44.6％） 79.0％（64.8％）

授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行って
いる．

当てはまる どちらかというと当
てはまる

合計

小学校 58.0％（39.9％） 30.9％（36.2％） 88.9％（76.1％）
中学校 50.2％（23.3％） 37.7％（39.8％） 87.2％（63.1％）

（　）内は全国
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の実態に合わせた多様な授業展開が可能
	 ・授業の進度を一定に保つことが可能
	 ・板書の量が減り，その分の時間を生徒は考えた

り，授業者は説明に使ったりできる
などを挙げている．
　課題としては，
	 ・予習型で進度が早まっているが，早く進んだメ

リットをどのように生かしていくか，定着をど
うするか

	 ・成績上位者の生徒はついてくるが，成績下位者
の生徒との格差が広がっているように思われ，
どのように引き上げていくか

などを挙げている．

⑵　学び合いを視点にした授業について
　秋田県教育委員会は平成20年度に授業改善の方針
として授業一単位時間の流れ（導入・展開・終末）
を示し（資料 1），「授業における児童生徒のあるべ
き姿を基本にすえた，学習内容の確実な定着を図る
一単位時間のモデル」としている．
　田仲・佐藤（2016）は，この授業モデルについて，
教育課程企画特別部会（2015）がアクティブ・ラー
ニングの視点からの不断の授業改善として示した 3
つの視点から考察し，「秋田県では，平成18年より
学び合いを一層重視するため，「学びを深める自力
解決・学び合い」等を視点にした授業に取り組んで
きた．…（中略）…，初等中等教育におけるアクティ
ブ・ラーニングが目指す，学びの質や深まりを重視
する視点とは，当然のことながら類似し，指導の理
念と方法において，現時点で国内では教育的に極め
て優れている」と述べている．
　一方，「平成27年度公立高等学校における教育課程
の編成・実施状況調査の結果について」（文部科学
省，2016）によれば，国内における全日制普通科に

おいて，アクティブ・ラーニングの視点からの授業
改善に向けた取組を実施している割合は43.9％と 5
割を満たしていない．

⑶　高校数学への「秋田の探究型授業」の導入
①導入に当たって
　秋田県立秋田北高等学校は2017年度，2018年度の
2 年間，秋田県教育委員会から探究活動等実践モデ
ル校に指定され，『学びに向かう生徒を育てる　～
チームでつくる北高型授業～』のテーマのもと，主
体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善・充
実に関する実践研究を行なった．
　筆者は，2017年度に第一学年主任及び第一学年数
学主担当として授業改善に取り組む機会を得，「主
体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善と
して，「秋田の探究型授業」が高校数学の授業にお
いても効果があると考え，第一学年の数学の授業に
取り入れることを提案した．
　秋田県の小・中学校では，研究授業がある際には
教科の壁を取り払い，教職員全員で指導案検討会を
開くなど，チームとして授業改善に取り組んでい
る．一方，秋田県の高校では指導案作成は授業者一
人に任される学校がいまだに散見され，組織として
対応していくことが課題であるなど，本校において
も「チームでつくる北高型授業」という組織として
の授業改善については教職員の意思統一に困難を伴
うことが予想された．
　これまで本校には「秋田の探究型授業」の実践経
験者はおらず，「秋田の探究型授業」を導入する際
には先に述べたような困難が予想されたため，筆者
のみでの導入を考えていたが，第一学年数学副担当
者が導入に賛同し，第一学年数学科として組織でス
タートを切れた．

②本校における「秋田の探究型授業」について
「秋田の探究型授業」を取り入れた本校での数学

の授業（以後，北高型数学の授業）の流れは，　　
1　家庭における予習
2　授業での学び合い
3　評価プリントを用いた学習内容の振り返り等

の 3 段階である．（図 2）
これら 3 段階について，それぞれの主旨は以下の

通りである．

図 1　予習的課題を前提とした授業の流れ
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【予習】

【展開】

【終末】

③教師の役割について
　北高型数学の授業の流れにある3段階のうち，【展
開】①，②において，教師は教室内を巡回しながら，
　
	 ・各グループでどのような話し合いが行われてい

るか

図 2　北高型数学の授業の流れ

①授業開始時に，本時の内容について教師から
2，3 の留意点について説明を受け，その後すぐ
にグループ形式で予習での疑問点の解決に入る．

②各グループの学習リーダーを中心に，学び合
いにより疑問点の大半について解決を図る．し
かし，グループによっては未解決なものが残る
こともある．ある程度の学び合いが図られた後，
グループでの未解決な疑問点を教室横の黒板に
書くことで，クラス全体で各グループの未解決
な部分を共有する．

③各グループから出される疑問点についてはお
よそ同じものだったり，教科書の同じ部分であっ
たりすることが多く，各グループで 1，2 種類
の疑問に絞る．そのうち軽微なものについては，
解決できたグループから説明を受け，解決に時
間がかかるものを「本時の課題」とする．

④本時の課題が明確になった後，今一度解決で
きたグループがないかを確認し，あればそのグ
ループから説明を受ける．なければ，講義形式（内
容によっては問答形式）にて教師から説明を受
ける。

⑤単元の内容によっては全ての疑問点が学び合
いの時間に解決されることがある．その際には
教師主導により，押さえておくべき基本的なこ
とや教科書の内容にない発展的なことの説明を
受けることもある．

　北高型数学の授業を支える中心となっている
ものが生徒の予習である．家庭で確保された個
の時間をもとに，授業における学び合いの時間
に班員から出される疑問に答えたり，逆に班員
に教えてもらったりと主体的・対話的な学習の
時間の準備をするのである．

　先に挙げた予習型授業における先行研究との
大きな違いは，グループ形式での学び合い活動
を毎時間行うこと，その学び合い活動で予習段
階での疑問点等の解決を図ることである．

図 3　評価プリント

　まとめを行った後，本時の授業内容に沿うよ
うな，計算を主にしたもの，数学的な見方や考
え方が身に付いているかを確認するもの等を取
り上げた評価プリント（図 3）に取り組ませる．
評価プリントは回収し，教科担当者の添削後，
返却される．
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	 ・どの点に生徒が多く疑問を感じているか
	 ・どの部分まで理解が進んでいるか
	 ・どの疑問点を本時の課題にすべきか
など注意深く情報を収集し，【展開】③や④，⑤が
スムーズに進むように準備をする．
　学び合い活動が進む中，【展開】③や④に進んで
からも生徒が中心となって授業を進められるよう教
師は裏方に徹するなど，教師は授業のコーディネー
ターとしての役割を担う．

4.　結果と考察
　平成30年度「学校教育の指針」（秋田県教育委員会，
2018）に示されている【秋田の探究型授業の基本プ
ロセス】（図 4）では，
	 ・学習の見通しをもつ
	 ・自分の考えをもつ
	 ・ペア・グループ・学級で話し合う
	 ・学習内容や学習方法を振り返る
の 4 つの段階を示しており，学習過程におけるそれ
ぞれの段階をしっかりと機能させることが述べられ
ている．しかしながら，講義形式中心の授業では，
一単位時間の授業の内容とその量を考えると「自分
の考えをもつ」段階を十分に機能させることは困難
を伴うことが多い．
　そのため，北高型数学の授業では家庭での予習の
時間を個の時間と位置づけ，「自分の考えをもつ」
段階とした．このことにより，授業の開始時点から
生徒は自分の疑問点を明確に意識することができ，
グループでの話し合いの段階で学び合いが十分に機
能する様子が見られた．実際，授業アンケート結果

（2017）から，予習をすることのよさとして「分か
らないところを話し合いで友達にすぐ聞けたり，そ
の話し合いがスムーズに進んだりする」という項目
に対し，「そう思う」が64.3％，「どちらかというと
そう思う」が33.2％という結果が得られており，そ
の他にも，

	 ・自分で考えてから分からないところを聞くので
頭に入りやすくなる

	 ・疑問点が明確になり，授業での理解度が高まり
ました

	 ・自分の不明な点をしぼることができ，授業で質
問をすることで理解できるようになった

などの感想も得られている．このことから，「自分
の考えをもつ」段階の在り方を考えて予習型授業を
取り入れたことにより，「よりよく理解できる」「疑
問点が明確になる」「授業で質問できる」といった
面で成果が見られた．
　この他にも学び合いの時間について，
	 ・教えたときに理解が深まっていることを感じる
	 ・友達に説明していると自分側の理解も深まる
	 ・教えられる側のときは，自分で気づかなかった

解き方や，教科書では省略されている部分のわ
からないところがわかったときに有意義な時間
だと感じる

などの感想もあり，学び合い活動を取り入れたこと
により理解面での成果が見られ，北高型数学の授業
のよさとして，学び合い活動の時間が教える側にも
教えられる側にも有益なものとなっていることが分
かる．
　ただし，話し合いをスムーズに進めるためには，
グループを編成する際にいくつかの工夫が必要であ
り，北高型数学の授業では
	 ・1 グループは 4 人を基本とし，多くても 5 人で

ある
	 ・各グループに学習リーダーを配置する
	 ・学級担任から聞いた生徒同士の人間関係を配慮

する
	 ・数学が特に苦手な生徒のいるグループには，教

え方が上手な生徒を入れる
といったことを考慮している．
　また，「秋田の探究型授業」を導入する前に懸念
されたこととして，

懸念 1　成績が下がるのではないか
懸念 2　授業進度が遅れるのではないか

の 2 点があった．
　しかしながら，懸念 1 については，次の表 2（11
月に行われた進研模擬試験結果の今年度を含むこれ
まで 5 年分の度数分布表）のとおり，「秋田の探究
型授業」を取り入れている今年度の成績は過去のも
のと比較しても遜色が無いことが分かる．図 4
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　懸念 2 については，秋田県内の高校と比べても進
度が遅れていることは決してない．
　1 年次での数学Ⅰ・A・Ⅱの合計単位数は 6 単位
であるが，1年次終了時点で数学Ⅱは図形と方程式，
微分法と積分法の 2 つの単元を残すのみであった．
2 年次での数学Ⅱ・B・Ⅲの合計単位数は 6 単位で
あるが，11月から問題演習や数学Ⅲを扱っている．
　留意したこととして，新しい単元に進む前に教科
担当者間でその単元にどれくらいの時間をかけるの
か，1 時間ごとに進む教科書の内容はどれくらいか
を確認する．また，生徒にもその進度予定をあらか
じめ提示し，生徒はどのページを予習してくればい
いのか把握した上で毎回の授業に臨むことができ
る．
　課題としては，授業内容の難易度に応じて学び合
い活動の時間が左右されるため，終末の評価プリン
トに取り組む時間が短くなってしまうことがある．
このことは，生徒から要望として「評価プリントに
取り組む時間をしっかりと設けたい」と声があがっ
ており，学び合い活動を含めた時間配分について，
今後も検討しなければいけない．具体的には，展開
②において教師が教室内を巡回しながら学び合い活
動が過不足無く行われたタイミングを逃さず，生徒
に疑問点を黒板に書くよう促すこと，また，展開④
においては教師が説明を行うとしても話し過ぎず要
点を絞って伝えられるようにすることなどが考えら

れる．
　もう一つの課題としては，「アクティブ・ラーニ
ングの技法・授業デザイン」（関田，2016）でグルー
プ学習につきものとして述べられているように，
ジョンソンたち（2010）が挙げるグループ活動の効
果を阻む潜在的な障壁（要因）が，北高型数学の授
業でも見られることである．生徒からの意見にも，
	 ・無駄話をすることがある
	 ・全員が話し合いに参加できる環境になれるよう

に改善してほしい
とあり，北高型数学の授業として学び合い活動がよ
り充実するための方策について検討を進めていくこ
とにする．具体的には，効果的なグループ学習を実
現するために必要な学習スキルや対人関係スキルに
ついて，教師がしっかりと理解し，生徒に教え，身
に付けさせた上で授業での積極的な使用を促すこと
を検討する．

5.　おわりに
　本校は県内でも有数の進学校であり，成績の維
持・向上や授業進度の確保について神経を尖らせて
いるのが実情である．
　そういった状況の中で，北高型数学の授業を進め
ることが先に述べた 2 つの懸念について心配しなく
てよく，「秋田の探究型授業」を高校数学で実践す
ることは可能であることが分かった．
　また，生徒はこれからも北高型数学の授業スタイ
ルの継続を望んでおり，今後は数学科として組織で
取り組む北高型数学の授業実践についても研究する
とともに，問題演習中心の授業における効果的な学
び合い活動についても研究を進めることとする．
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Summary
This	research	shows	how	teachers	can	promote	

lesson	 improvements	by	 introducing	 the	 "Akita	
Mode	 of	 Inquiry-Based	 Learning"	 into	 high	
schools,	which	has	been	conducted	in	primary	and	
secondary	education	in	Akita.		It	emphasizes	three	
points:	showing	visible	goals,	collaborative	learning	
and	 reflective	 activity.	As	 a	 result,	 it	 has	been	
largely	 successful	 in	 students'	 daily	 cooperation	
and	 active	 attitude	 toward	 learning.	Also,	 it	
hasn't	caused	problems	such	as	lowering	students	
performance	and	slowing	students	 learning	as	we	
had	anticipated	before	the	research.	For	the	future,	
we	have	to	 figure	out	more	efficient	 time-setting	
and	have	students	acquire	group	learning	skills.

Key Words	:	Akita	Mode	of	Inquiry-Based
Learning,	Collaborative,
Project-based	learning
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平成20年度版 算数・数学学力向上推進チーム

「分かる」・「できる」算数・数学の授業の創造
・児童生徒一人一人が一時間いっぱい「集中」して取り組む授業

・児童生徒一人一人が「分かる」授業、「充実感」をもてる授業

・児童生徒一人一人が「おもしろさ」を感じる授業

児童生徒の視点に立った授業

※本時のねらいを的確かつ具体的に設定し、ねらいの達成に適した教材を準備している。

一 単 位 時 間 の 流 れ

児 童 生 徒 の 姿 教 師 の 働 き か け

□課題やめあてをしっかりと □学習のねらいを焦点化することができている。
導 つかんでいる。 ○課題意識を高め、学習意欲を引き出す工夫をしている。

○厳選した発問や指示等によって、本時のねらいを児童生
入 徒に的確につかませている。

□課題解決に向けて意欲的に □算数的活動・数学的活動の充実を図ることができている。
展 取り組んでいる。 ○実態把握に基づく適切な学習形態の下、児童生徒の気付

きや考えを生かし、伸ばす指導をしている。
○既習事項と関連させたり、図や表等を活用させたりしな

がら、見方や考え方を引き出している。
開 ○学び合いを通して児童生徒がねらいに迫る指導・支援を

している。

□学習内容が確実に定着して □確かなまとめと定着を図ることができる。
終 いる。 ○本時のねらいにそって学習内容を分かりやすくまとめて

いる。
末 ○評価テストの実施などにより、学習内容の定着の確認を

行っている。必要に応じて、その補充的な指導をしてい
る。

□基本的学習習慣が身に付い □適切なねらいの下、児童生徒に学習内容をよりよく身に付
全 ており、集中して学習に向 けさせている。

かっている。 □授業の構成に工夫があり、ねらいの達成に向けて授業が進
体 められている。

□発問や指示、説明、板書が明確かつ的確である。

「あきた型 算数・数学の授業」実践で基礎・基本の定着を！

【資料１】
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プ
で

解
決

を
図

り
、

そ
れ

で
も

未
解

決
な

部
分

を
焦

点
化

す
る

、
②

各
班

の
焦

点
化

さ
れ

た
課

題
を

全
員

で
共

有
す

る
、

③
(
ⅰ

)
解

決
で

き
た

グ
ル

ー
プ

が
説

明
し

て
全

員
の

解
決

を
図

る
、

③
(
ⅱ

)
難

し
す

ぎ
る

も
の

は
教

師
が

リ
ー

ド
し

て
全

員
の

解
決

を
図

る
、

④
評

価
問

題
と

チ
ャ

レ
ン

ジ
問

題
に

取
り

組
む

、
と

い
う

一
単

位
時

間
の

流
れ

で
こ

れ
ま

で
授

業
を

行
っ

て
き

た
。

そ
の

中
で

、
予

習
段

階
で

の
内

容
の

難
易

度
に

よ
る

課
題

解
決

時
間

の
長

短
、

評
価

問
題

の
量

、
チ

ャ
レ

ン
ジ

問

題
の

レ
ベ

ル
な

ど
で

さ
ら

に
工

夫
が

必
要

だ
と

感
じ

て
い

る
。

７
指
導
計
画

Ａ
関

心
・

意
欲

・
態

度
Ｂ

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

Ｃ
数

学
的

な
技

能
Ｄ

知
識

・
理

解

整
数

の
性

質
に

お
け

る
考

整
数

の
性

質
に

お
い

て
、

整
数

の
性

質
に

お
い

て
、

整
数

の
性

質
に

お
け

る
基

え
方

に
関

心
を

も
つ

と
と

事
象

を
数

学
的

に
考

察
し

事
象

を
数

学
的

に
表

現
・

本
的

な
概

念
、

原
理

・
法

も
に

、
数

学
の

よ
さ

を
認

表
現

し
た

り
、

思
考

の
過

処
理

す
る

仕
方

や
推

論
の

則
な

ど
を

体
系

的
に

理
解

識
し

、
そ

れ
ら

を
事

象
の

程
を

振
り

返
り

多
面

的
・

方
法

な
ど

の
技

能
を

身
に

し
、

基
礎

的
な

知
識

を
身

考
察

に
活

用
し

て
数

学
的

発
展

的
に

考
え

た
り

す
る

付
け

て
い

る
。

に
付

け
て

い
る

。

な
考

え
方

に
基

づ
い

て
判

こ
と

な
ど

を
通

し
て

、
数

断
し

よ
う

と
す

る
。

学
的

な
見

方
や

考
え

方
を

身
に

付
け

て
い

る
。

（
１
）
全
体
計
画

（
総

時
間

数
１

１
時

間
）

１
約

数
と

倍
数

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

（
３

時
間

）

２
最

大
公

約
数

・
最

小
公

倍
数

・
・

・
・

（
２

時
間

）

３
整

数
の

割
り

算
と

商
・

余
り

・
・

・
・

（
５

時
間

）

主
な

学
習

活
動

指
導

の
ポ

イ
ン

ト
と

留
意

点
時

間
配

当

整
数

の
割

り
算

に
お

け
る

商
と

余
り

負
の

整
数

を
自

然
数

で
割

っ
た

と
き

の
商

と
余

り
に

つ
い

て
、

１

を
求

め
る

。
余

り
の

条
件

が
満

た
さ

れ
る

よ
う

に
商

を
考

え
る

よ
う

促
す

。

Ｂ
・

Ｃ

余
り

に
よ

る
整

数
の

分
類

を
用

い
て

整
数

を
２

で
割

っ
た

と
き

や
３

で
割

っ
た

と
き

の
余

り
に

着
目

１

整
数

に
つ

い
て

の
証

明
問

題
に

取
り

し
て

整
数

を
分

類
で

き
る

こ
と

を
確

認
さ

せ
る

。

組
む

。
Ｃ

・
Ｄ

倍
数

の
個

数
を

利
用

し
て

素
因

数
の

素
因

数
５

の
個

数
を

数
え

る
と

き
、

表
を

利
用

し
て

考
え

る
際

１

個
数

を
求

め
る

。
に

横
の

段
（

５
の

累
乗

）
ご

と
に

数
え

る
方

法
と

小
さ

い
数

か

ら
順

に
素

因
数

５
が

含
ま

れ
る

も
の

に
そ

の
数

の
分

だ
け

○
を

本
時

つ
け

る
方

法
と

を
比

較
さ

せ
る

。
Ｂ

・
Ｄ

3
/
5

２
つ

の
整

数
の

和
、

差
、

積
の

余
り

大
き

な
桁

の
整

数
計

算
を

行
う

こ
と

と
、

自
然

数
で

割
っ

た
余

１

か
ら
新
た
に
整
数
の
性
質
を
考
え
る
。

り
で

同
じ

計
算

を
す

る
こ

と
と

を
比

較
し

、
ど

ち
ら

が
速

く
て

簡
単

か
を

考
え

さ
せ

る
。

Ｂ

合
同

式
を

用
い

て
余

り
を

求
め

る
。

前
時

の
内

容
を

常
に

意
識

さ
せ

、
必

要
な

と
き

に
は

振
り

返
り

１

を
さ

せ
な

が
ら

合
同

式
の

表
記

の
定

着
を

図
る

。
Ｃ

・
Ｄ

４
単

元
の

ま
と

め
・

・
・

・
・

・
・

・
・

（
１

時
間

）
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（
２
）
本
時
の
計
画
（
８
／
１
１
時
間
）

学
習

目
標

倍
数

の
個

数
を

利
用

し
て

、
末

尾
に

連
続

す
る

０
の

個
数

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

授
業

展
開

学
習

活
動

学
習

形
態

予
想

さ
れ

る
生

徒
の

姿

振
１

1
！

～
3
0
！

の
計

算
結

果
を

確
認

し
、

末
尾

に
連

続
す

一
斉

「
５

の
倍

数
で

０
が

増
え

る
」

り
る

０
の

個
数

に
つ

い
て

規
則

性
を

見
つ

け
る

。
返 り

２
予

習
し

て
き

た
内

容
で

分
か

ら
な

い
こ

と
、

新
た

に
グ

ル
ー

プ
「

な
ぜ

５
２
の

倍
数

を
数

え
る

の
か

」
・

出
た

疑
問

な
ど

に
つ

い
て

グ
ル

ー
プ

で
解

決
を

図
る

。
「

４
行

目
の

意
味

が
分

か
ら

な
い

」
学

解
決

が
難

し
い

と
き

は
ど

の
部

分
が

ど
う

分
か

ら
な

い
「

１
０

０
ま

で
だ

か
ら

１
２

５
は

考
習

か
、

課
題

を
焦

点
化

す
る

。
え

な
く

て
い

い
の

で
は

」
課 題

３
自

分
の

グ
ル

ー
プ

の
課

題
を

発
表

す
る

と
と

も
に

、
「

５
の

倍
数

の
個

数
と

５
２
の

倍
数

設
他

の
グ

ル
ー

プ
の

課
題

を
確

認
し

、
ク

ラ
ス

と
し

て
の

の
個

数
を

ど
う

し
て

分
け

て
求

め
定

課
題

を
共

有
す

る
。

課
題

が
な

け
れ

ば
教

師
が

設
定

し
る

の
か

」
1
0

た
課

題
を

確
認

す
る

。
分

４
表

に
、

素
因

数
２

が
１

個
に

つ
き

○
を

１
個

か
い

て
グ

ル
ー

プ
「

２
で

○
が

１
個

、
４

で
２

個
、

６
1
0
！

を
素

因
数

分
解

し
た

と
き

の
素

因
数

２
の

個
数

を
で

１
個

、
８

で
３

個
…

」
求

め
る

。

主
発

問
「

横
の

段
は

２
の

倍
数

、
４

の
倍

数
と

８
の

倍
数

」
「

２
の

倍
数

は
５

個
。

４
の

倍
数

は
課

２
個

、
８

の
倍

数
は

１
個

。
」

題
「

合
計

は
８

個
。

」
追 究

５
1
0
0
！

で
素

因
数

２
の

個
数

を
考

え
る

。
・

「
横

の
段

を
使

っ
た

方
が

簡
単

だ
」

問
「

２
の

倍
数

、
２

２
の

倍
数

な
ど

と
い

調
べ

て
い

け
ば

い
い

ん
だ

」
直 し 2
5

分
６

今
日

の
課

題
が

解
決

で
き

た
こ

と
を

確
認

す
る

。

７
1
0
0
！

を
計

算
し

た
と

き
の

末
尾

に
連

続
す

る
０

の
個

「
５

の
個

数
が

分
か

れ
ば

い
い

」
数

を
確

認
す

る
。

「
５

の
方

が
２

の
方

よ
り

数
が

少
な

い
」

８
ま

と
め

９
本

時
の

評
価

問
題

個

本 時 の 振 り 返 り 1
5

分

1
0

本
時

の
授

業
内

容
に

つ
い

て
感

じ
た

こ
と

今
の

数
え

方
で

は
な

い
他

の
方

法
は

な
い

か
な

。

例
え

ば
，

そ
れ

ぞ
れ

の
横

の
段

の
○

に
共

通
す

る
こ

と

に
注

目
し

て
考

え
ら

れ
な

い
か

な
。

最
初

は
○

を
縦

に
数

え
て

，
最

後
に

合
計

し
た

ね
。

そ
の

方
法

だ
と

1
0
0
！

の
よ

う
な

と
き

も
簡

単
に

求

め
ら

れ
る

か
な

。

①
１

か
ら

2
0
0
ま

で
の

2
0
0
個

の
自
然
数
の
積

N
に

つ
い

て
，
N

を
計

算
す

る
と

，
末

尾
に

は
０

は
連

続
し

て

何
個

並
ぶ

か
。

②
５

０
×

５
１

×
…

×
５

９
×

６
０

を
計

算
す

る
と

，

末
尾

に
は

０
は

連
続

し
て

何
個

並
ぶ

か
。

③
５

０
×

５
１

×
５

２
×

…
×

□
を

計
算

し
て

末
尾

に

０
が

連
続

し
て

１
２

個
並

ぶ
初

め
て

の
数

を
□

に
書

き
な

さ
い

。

N
！

を
計

算
し

て
末

尾
に

連
続

す
る

０
の

個
数

を
求

め
る
に
は
、
５

の
倍

数
の

個
数

、
５

の
２

乗
の

倍
数

の

個
数

、
…

、
５

の
n
乗

の
倍

数
の

個
数

で
求

め
ら

れ
る

。

評
価

規
準

倍
数

の
個

数
を

利
用

す
る

な
ど

、
根

拠
を

明
ら

か
に

し
て

末
尾

に
連

続
す

る
０

の
個

数
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

※
「

深
い

学
び

」
の

視
点

か
ら

指
導

の
手

立
て

※
期

待
さ

れ
る

生
徒

の
姿

評
価

の
観

点
・

手
段

本
時

の
学

習
に

つ
い

て
、

動
機

付
け

を
行

う
。

机
間

巡
視

を
し

な
が

ら
各

グ
ル

ー
プ

で
話

さ
れ

て
い

る
課

題
に

つ
い

て
確

認
す

る
。

全
員

で
課

題
を

共
有

す
る

た
め

に
、

板
書

と
口

頭
で

本
時

の
活

動
に

見
通

し
を

立
て

、
目

標
課

題
を

確
認

す
る

。
を

確
認

し
て

い
る

。

教
科

書
の

例
で

は
積

の
値

が
大

き
い

の
と

累
乗

の
指

数
を

２
ま

で
し

か
調

べ
ら

れ
な

い
の

で
、

計
算

の
仕

組
み

を
分

か
り

や
す

く
す

る
た

め
に

、
N
=1

0
！

を
用

い
て

素
因

数
２

の
個

数
を

調
べ

る
こ

と
に

す
る

。

○
の

つ
い

た
表

の
見

方
が

２
通

り
あ

る
こ

と
に

気
づ

２
通

り
の

表
の

見
方

の
違

い
に

つ
い

て
【

数
学

的
な

見
方

や
か

せ
る

。
説

明
で

き
る

。
考

え
方

】
(
挙

手
)

1
0
0
！

を
素

因
数

分
解

し
た

と
き

の
素

因
数

２
の

個
数

を
求

め
る

た
め

に
、

縦
に

数
え

て
合

計
す

る
こ

と
の

大
変

さ
を

実
感

さ
せ

る
。

例
２

に
戻

っ
て

５
の

倍
数

と
５

２
の

倍
数

の
２

つ
の

倍
数

の
個

数
を

確
認

す
る

。

２
と

５
の

一
組

で
０

が
１

個
で

き
る

こ
と

か
ら

、
個

数
が

少
な

い
５

を
考

え
れ

ば
よ

い
こ

と
を

確
認

す
る

。

で
き

る
限

り
生

徒
か

ら
ま

と
め

の
言

葉
を

引
き

出
す

よ
う

に
す

る
。

机
間

巡
視

を
し

な
が

ら
、

困
っ

て
い

る
生

徒
に

対
し

倍
数

の
個

数
を

利
用

す
る

な
ど

、
根

拠
【

数
学

的
な

技
能

】
て

は
支

援
を

行
う

。
を

明
ら

か
に

し
て

末
尾

に
連

続
す

る
０

(
評

価
問

題
)

の
個

数
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

②
、

③
：

チ
ャ

レ
ン

ジ
問

題
チ

ャ
レ

ン
ジ

問
題

が
で

き
た

生
徒

に
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

を
配

付
し

、
簡

単
な

解
説

も
含

め
て

解
答

を
記

入
さ

せ
、

黒
板

に
掲

示
す

る
。

本
時

の
学

習
に

つ
い

て
感

じ
た

こ
と

を
発

表
さ

せ
る

。
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